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随 想

福岡教育大学連絡所 柳 原 弘 毅

九州大学大型計算機 セ ンター の方々のお陰 で、 どうや ら自分 でプ ログラムが何 とか書 けるよ う

に なった と思 った ら、今度 は、福岡教育大学 に も前々 からの念願で あったFACOM270-20が 購

入 された。同型 の計算機 を使 って いる福 岡大学 の御 好意で、 いいオペ レー ター を推薦 しても らう

ことが出来、全 く感 謝 してい る。事務局 の努力 によ り、部 屋の改装 も早急 にな され、45年12月12

日(土)に 機械 到着。46年1月16日(土)さ さや かな開室式 を挙 げた。 その時 は、御 多忙 にもか

かわ らず九州大学大型 計算機 セ ンター 、福岡大学計算機 室の方 々の御 列席 を得 、有難 く感謝 して

いる。 その後、計算機 使用 の経験 者が喜 んで講師 を引 き受 けて くれ、何 回 かの 講習会 も無事 開 く

ことがで きた。

さて、計算機 室 を作 ってか ら一番感 じたことは、利用者 の皆 さんが一度 でプ ログラムが通 らな

いことに、非常 に抵抗 を感 じて いるこ とで ある。小型機 で も、翻 訳プ ロ グラムが軽 い ミスは指 摘

して、 これ を直 してか ら計算 す るよ うにな じ,なければ本 当で ないよ うに思 う。 不完全 な翻 訳プ ロ

グラムで ミスを直 され る と、変 な風 に直 されて も此 も困 るので、現状 では致 し方 な いと思 うが、

翻 訳 プログラムが もっと進 むべ きで あるよ うに思 う。 文科 系の人達で も、気軽 に計算機 が使 える

よ うになるには、是非 そ うな らなければ いけ ないよ うに思 われ る。 われ われが計算機 の齢 ・は じ

めの時 は 「一度 でプログ ラム を通 そ うなど と考 えないで、気軽 に計算機 に かけて見 よ」 「安 あが

りで済 むよ うに机 上 デバ ッグを しっ か りやれ」 とか、全 く反対の こ とを言われ なが ら、必要 に迫

られ て強 引に押 して押 して押 しま くって来 た けれ ども、 コン ピュー ター人 口が増 えて来 ると、 そ

うばか りも言って居 れ ないよ うな気が して来た。

もう一一っ感 じて居 ることは、TSSは 現 状 では使 いもの にな らないよ うに思 える。 不特定 多数の

人が、居なが らに して大型 計算機 を使 えるとい う着想は いいこ とで あるの で、是非実 用化 して も

らいた い。プ ライベ ー トフ ァイル を活用 してTSSは 使 用 すべ きで あるなど などの話 もあるが、

自由に通信 回線 を利用 して、勝手 なプロ グラムで 自由 に使 えるよ うにな らな けれ ば ならないと思

う。 そのため には、 ワー クエ リアを取 りす ぎるけれ ども、これか らプ ログ ラム を何 行送 るの か、

デー タを何行送 るの かをは じめ に送 って か ら、 ワー クエ リア を決め るよ うに した らど うだ ろ うか。

あるいは、勿体 ないなどと言わ ないで、一行 は80桁 取 一,て、一つの ワー クエ リアに入 る行 数を決

定 して システム を作 ってみ ては ど うだろ うか。 これ らの事 は も う遠 の 許午に検討済 の ことと思 うが、

素人がつ ま らないことを考 えて居 る。 高価 な磁心 記憶 に頼 らな くても、廉価 な記憶 素子 が開発 さ

れ るで しょうし、記憶容量 お かまいな しのTSSの 開 発等 とい うものは考 え られ ない もので しょ

うか。 それが出来 ないか ら現状 が あ るので しよう し。 そもそも、一定 の制限 の ドに最大 の効果 を

あげ るよ う開発 を進 め るのが本筋 で しょ う。

教育1二学 に計算機 を使 うとなる と、矢張 りTSSの 世 話 にな らなければ な らないと思 われ るの

で、是非、一 日も早 く完全 な形のTSSが 完 成 され ることを切に望 む次 第で あ る。


